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研究成果の概要（和文）：　産科学は妊娠期から分娩・産褥期（産後6-8週間）を対象であり看護・助産の関心は分娩
や母乳栄養に向けられることが多く、子育て期早期の女性の身体状態の検討はほとんど進んでいない。「多忙で余裕が
ない」現状における支援・ケア方策検討にむけて、身体的負担（疲労）回復に不可欠な睡眠が効率的に得られているか
を明らかにした。
　子育て期早期にわたり、身体不調症状を抱え健康状態は良好ではなく蓄積した疲労があった。夜間睡眠の中途覚醒、
多い活動量との関連が考えられた。子育て期の主体者である女性・家族が不安を軽減でき健やかなものとする方略には
、女性の身体的な健康状態を焦点とした支援の必要性が指摘された。

研究成果の概要（英文）：  Mothers soon after childbirth are recovering physically and also taking on multi
ple roles. Early postpartum is an especially stressful and sensitive time for mothers as they focus on inc
orporating a new member into the family, lack of sleep, sleep deprivation and fatigue. However, their phys
ical health has been relatively neglected both in research and practice. This research described the gener
al health status of mothers in early parenthood longitudinally.
  This study revealed subjectively and objectively that mothers in early parenthood were poor physical hea
lth, disturbed sleep frequently. Getting good quality sleep should important to maintain good health condi
tions and to accomplish better childcare for women who are in one or more years after childbirth.
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１．研究開始当初の背景 
 全出産の約半数の 5,500 万人（国民衛生の
動向 2010）が、初めての育児期（子どもの
世話、親役割の遂行等）を経験している現在、
少子高齢化という大きな社会問題とからみ、
専門機関をはじめ公私の多様な支援環境が
整ってきた（医療・保健福祉機関でのケアサ
ービス）。しかし、現状として明らかな成果
はみられていない。母親の求める支援が十分
に実現できていない（島田 2006）ことから、
従来の「子どもの世話の代行」に偏った子育
て支援では不十分と考えられる。 
 妊娠期にゆっくりと出産に向かう変化を
とげた女性の身体は、出産直後、胎盤由来の
ホルモンの速やかに消退により激的な変化
が起こり、身体的のみならず精神的なアンバ
ランスな状態（一過性の更年期症様状態）と
なると同時に、プロラクチンレセプター数の
増加がプロラクチン作用（母乳分泌）を開始
させ、本格的な子育てが開始される。 
 子育て早期の女性の身体状態については、
産科学が妊娠期から分娩・産褥期（産後 6-8
週間）が対象でありそれ以降について検討さ
れることはほとんどない。看護・助産の関心
は分娩や母乳栄養に向けられることが多い
ことから、出産後女性の身体にどのような変
化が生じるのか、妊娠前と同様に回復するの
かについて、全身体的に明らかにしているも
のはほとんどない。 
 子育て期の早期には、産後の独特な身体状
態のもと、種々の子どもの世話に伴う身体的
負担や睡眠パターンの変化が生じることは
容易に想像がつく。合計特殊出生率の減少と
共に出産年齢が高齢化、核家族化しているこ
とは、女性への身体的負担を増やす方向に働
いている可能性が考えられる。加えて、初め
ての不確かさという精神面への負担はさま
ざまな社会問題を引き起こしかねない。 
 睡眠は上記の身体的負担（疲労）回復に不
可欠である。とくに子育て期早期の授乳など
子どもの世話により分断されたり十分に確
保することができないことは、これまでケ
ア・サポートの検討の際に「致し方ないこと」
と認識されやすく支援としても見逃されて
きた。 
 これまでの睡眠学の蓄積は、女性の性周期
により睡眠状態に変化があり LH などの性腺
系ホルモンの分泌も変化すること、睡眠時に
プロラクチンは特徴的に分泌されることを
示している。 
 子育て期早期に、母乳栄養を進めながら、
あるいは（同時に）月経の再来後新たな性周
期が不安定な期間に、効果的に疲労回復がで
きる睡眠が重要であり必要である。 
 
 
２．研究の目的 
 効率的に身体的疲労の回復をもたらし、産
後女性の身体的変化をより健康的なものと
するためのケア方策の検討の第１段階と定

め、以下のリサーチクエスションを設定して
いる。 
リサーチクエスション 
妊娠期〜分娩直後に劇的に変化するホル
モン動態を経験する中で産後の子育てが
負荷される多重役割生活の渦中にある育
児期早期の女性は、 
(1) 子宮復古、母乳分泌以外で、どのよう
な身体状態（不調症状）の変化を経験し
ているのか 

(2) 身体的負担（疲労）の軽減を図るため
の睡眠・休息はどの程度得ているのか 

 
 
３．研究の方法 
(1) 前向き縦断研究（面接、睡眠観察） 
 出産後 2か月程度経過した女性を対象とし
て、2か月毎 4回の追跡調査 
・アクチスリープモニタ（米国 ActiGraph 社
製）を 5日間連続で装着してもらい睡眠期と
覚醒期の判別、日中活動量を調査 
・装着期間の主観的な睡眠状況の記録を依頼 
・測定前後に主観的な健康状態、疲労状態 
（厚生労働省作成「疲労蓄積度チェックリス
ト」）等を面接 
(2) 振り返り調査票調査 
 生後 6〜12 カ月の子どもをもつ女性 500名 
（住民基本台帳から無作為抽出）を対象とし
て、約 12 か月をおいて 2度実施 
・自作の自記式調査票を郵送法にて配布・回
収 
所属機関の倫理委員会の承認を受けて実施 
 
 
４．研究成果 
(1) 前向き縦断研究（面接、睡眠観察） 
対象者 出産後 2〜6 か月の女性 7名 
年齢（初回）：34.7（range31-40）歳 
初回調査時の出産後期間：2 か月 3 名、3 か
月 2名、4か月 1名、5か月 1名 

子ども数：1人 1名、2人 6名 
phase 1；出産後 2-3 か月 5 名 
 〃 2；出産後 4-5 か月 7 名 
 〃 3；出産後 6-7 か月 7 名 
 〃 4；出産後 8-9 か月 5 名 
 〃 5；出産後 10-11 か月 1 名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 睡眠時間は 6時間程度で、対象者／日によ
りばらつきが大きかった。睡眠潜時は 1〜2
分と短かく、中途覚醒を記録上 10 回程度認
めた。 
 活動量の目安としての歩数は、同年代一般



1回目（N=274） 2回目（N=159）＊
mean （SD） mean （SD）

母親の年齢（歳） n=273 32.70 (4.78) n=159 35.12 (4.48) **

子どもの人数（名） n=268 1.61 (0.78) n=159 1.70 (0.76) n.s.

対象児の月齢（ヶ月） n=261 9.05 (1.63) n=152 23.40 (1.81) **

同居家族の人数（名） n=269 3.85 (1.07) n=159 3.86 (0.96) n.s.

女性に比べて多かった。 
 
(2) 振り返り調査票調査 
配布：500 名 
回収：1 回目 274 件（54.8％）、２回目 208
件（41.6％） 
Table 2 対象者の背景 
 
 
 
 
 
 
Table 3 睡眠状態 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Figure 身体不調症状数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Table 4 蓄積疲労の重回帰分析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 出生後 1年未満の身体不調症状は多かった。
多くの女性が蓄積した疲労を主観的に認識
していたが、身体不調症状が多い場合に強か
った。約 1年後には不調症状数は減るが蓄積
疲労との関連は継続していた。 
 
(3) まとめ 
 子育て期早期にある女性は、活動量は多い
ことが示された。また、身体不調症状があり、
その多さが蓄積した疲労と関連があった。 
 これらの結果より、子育て期の主体者であ
る女性・家族への支援方略として、女性が疲
労を蓄積させず身体状態が健やかな状態で
あるための視点が求められていると考えら
れ、身体状態の回復に働く睡眠／休息が効果
的に得られる方法をさらに検討していく必
要がある。 
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